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サリムに來（きた）りし
者（もの）の
中（うち）、
爾（なんぢ）
独（ひとり）
近（きん）
日（じつ）
其（その）
中（うち）に
成（な）りし
事（こと）を
知（し）らざるか。

一九 
問（と）ひて
曰（い）へり、
何（なん）の
事（こと）ぞ。
彼（かれ）
等（ら）
曰（い）へり、イイスス ナゾレイ、
即（すなはち）
神（かみ）
及（およ）び
衆（しゅう）
民（みん）の
前（まへ）に
行（おこなひ）と
言（ことば）とに
能（のう）
力（りょく）ある
預（よ）
言（げん）
者（しゃ）たりし
者（もの）に
在（あ）りし
事（こと）、

二〇 
如何（いか）に
我（われ）
等（ら）の
司（し）
祭（さい）
諸（しょ）
長（ちゃう）
及（およ）び
有司（つかさ）
等（ら）が
彼（かれ）を
解（わた）して、
死（し）に
定（さだ）め、
十（じふ）
字（じ）
架（か）に
釘（てい）せし
事（こと）なり。

二一 
我（われ）
等（ら）
嘗（かつ）て
此（こ）の
人（ひと）はイズライリを
贖（あがな）ふ
者（もの）なりと
望（のぞ）めり、
然（しか）れども
此（こ）れ
皆（みな）
成（な）りしより
今（いま）
已（すで）に
第（だい）
三（さん）
日（じつ）なり。

二二 
然（しか）るに
又（また）
我（われ）
等（ら）の
中（うち）の
或（ある）
婦（をんな）
等（ら）は
我（われ）
等（ら）を
驚（おどろ）かせり、
彼（かれ）
等（ら）
朝（あさ）
早（はや）く
墓（はか）に
在（あ）りしが、

二三 
其（その）
屍（しかばね）を
見（み）ずして、
來（きた）りて、
天（てん）
使（し）
等（ら）の
現（あらは）れて、
彼（かれ）は
生（い）くと
言（い）ふを
見（み）しことを
語（つ）げたり。

二四 
我（われ）
等（ら）の
中（うち）の
数（す）
人（にん）は
墓（はか）に
適（ゆ）きしに、
果（はた）して、
婦（をんな）の
言（い）ひし
如（ごと）き
事（こと）を
見（み）たり、
惟（ただ）
彼（かれ）を
見（み）ざりき。

二五 イイスス
彼（かれ）
等（ら）に
謂（い）へり、
噫（ああ）
無（む）
知（ち）にして、
凡（およ）そ
諸（しょ）
預（よ）
言（げん）
者（しゃ）の
言（い）ひし
事（こと）を
信（しん）ずるに
心（こころ）の
遅（おそ）き
者（もの）よ、

二六 ハリストスは
此（か）くの
如（ごと）く
苦（くるしみ）を
受（う）けて、
其（その）
光（くわう）
栄（えい）に
入（い）るべかりしに
非（あら）ずや。

二七 
是（ここ）に
於（おい）てモイセイより
始（はじ）めて、
諸（しょ）
預（よ）
言（げん）
者（しゃ）に
及（およ）ぶまで、
凡（およ）そ
聖（せい）
書（しょ）に
彼（かれ）を
指（さ）して
載（の）することを
彼（かれ）
等（ら）に
説（と）き
明（あか）せり。

二八 
往（ゆ）く
所（ところ）の
村（むら）に
近（ちか）づきしに、
彼（かれ）は
尚（なほ）
遠（とほ）くに
行（ゆ）かんとする
者（もの）の
若（ごと）し。

二九 
二人（ににん）
彼（かれ）を
留（とど）めて
曰（い）へり、
我（われ）
等（ら）と
偕（とも）に
止（とどま）れ、
蓋（けだし）
時（とき）
暮（く）れんとし、
日（ひ）
已（すで）に昃けり。
彼（かれ）
入（い）りて、
偕（とも）に
止（とどま）れり。


三〇 
席（せき）
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